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上高地・右岸ワサビ沢沖積錐における

微地形分類図の作成＊

島津 弘・岸 本淳平・ 西方美奈子・ 細田高志・粉川亮＊＊ ＊

岩船， 1995；進ほか， 1996)S)-7)．島津 (1995)は梓

はじめに 川に沿った礫径調査と地形計測から，崩壊 ・土石流

長野県西部．梓川上流の上高地は，急峻な北アル

プスの山やまに囲まれた，原始的な自然も残る日本

を代表する観光地である．周囲の山地には数多くの

崩壊地形が分布し．土石流による土砂移動が活発で

ある（岩田， 1992a;島津． 1994)I) 2)．観光施設や

観光客を土砂災害．洪水災害から守るという目的で，

ここ数十年間に数多くの大規模河川工事が行われて

きた．このため岩田 (1992a, 1992 b, 1997)が指摘

するように，上高地にのみ見られる貴重な自然が絶

滅の危機にさらされることとなったI)3) 4)．防災対策

自体は必要であるが，不必要な工事や過剰な工事が

行われて自然が破壊されることは避けなければなら

ない．また，適切な防災対策を立てることが生命．

財産を守るためにも必要である．これらのためには，

土砂移動をはじめとする自然の仕組みを知り，評価

することが重要である．

梓川上流域の土砂移動がどのようにして生じるか

という問題は，土砂災害の適切な評価に直接つなが

るだけでなく，上高地を代表する自然である河辺植

生の形成 • 発達とも密接に関係している（進， 1995;

によって大量の土砂が周囲の山地から生産され，流

下しているにもかかわらず，梓川本流にはその影響

がみられないことを明らかにした8)．このことは，支

流出口に形成されたさまざまな堆積地形（島津•藤

牧， 1996；第 1図）9）が，山地斜面や支流と梓川との

間の土砂移動のつながりにおいて大きな役割を果た

していることを示唆している． したがって，これら

の堆積地形上で生じる土砂移動プロセスを明らかに

することが，梓川上流域における土砂移動の全体像

を知るためには重要である．

扇状地をはじめとした堆積地形上の土砂移動プロ

セスは，表面微地形や堆積構造にあらわれる

(Hooke, 1967 ;奥田・諏訪，1985;斉藤， 1988)I0)-!2). 

このことから，沖積錐表面の微地形や堆積物を調査

し，その特性を明らかにすることが，上述の問題を

解決するために有効であると考えた．そこで研究の

第1段階として，上高地に数多く分布する沖積錐表

面の徴地形分布図を作成することにした．沖積錐表

面は横断方向の凹凸が2m以下，幅が十数m以下の

徴地形から構成されている．一方，樹高 10mを超え

る高木層に広く覆われているため，空中写真の判読
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により徴地形分類を行うことは不可能である．そこ

で，微地形分類図の作成にあたり，現地で測量と地

形調査を実施した．微地形分類図の作成では地形学

的に意味のある形態を拾い出して測量しなければな

らないので，通常の地形測量とは方法が異なる．ま

た，完成した微地形分類図は，その分析により土砂

移動プロセスが明らかにできるだけでなく，自然を

構成する要素の 1つで上高地の自然景観を代表する

森林植生の形成過程を知るためにも重要な資料とな

る．そこで，地形分類図の作成過程とその成果をま

とめることにした．

II 調査地域の概要と

微地形分類図の作成範囲

梓川は，北アルプス南部檜ヶ岳 (3,180m)に源を

発する全長68kmの河川で，松本盆地で奈良井川と

合流しその名を犀川と変える．松本盆地内に形成さ

れている梓川扇状地の扇項における流域面積は 563

km2である．上高地はその上流域にあたる．調査を

行ったのは，梓川右岸，明神池下流のワサピ沢13)の

出口に形成されている沖積錐である（第 1図）．ワサ

ピ沢は明神岳手前の 2,726mのピークに源を発す

る流域面積0.44km2の小渓流である．流域起伏比

はきわめて大きく 0.73に達する．常時流水のある谷

底の勾配は，扇項付近でおよそ 400%oである．前穂

高岳溶結凝灰岩が流域の大半を占め，梓川との合流

点付近には美濃帯の中生層である沢渡コンプレック

スの砂岩が分布する（原山， 1990)14)．国土地理院発

行の 1/25,000地形図では谷の出口にきれいな円弧

状の等高線がみられるが，空中写真判読と現地観察

によると，その一部は中径が数mの岩塊からなる崖

錐性堆積物で覆われている 15).
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第 1図 鯛査蟻域と上高地に分布する増積地形
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第2図 右岸ワサピ沢薇熾形分類図

地図外枠の 1目盛は20m.等高線間隔は2m.MN：磁針方位（磁北）

高度は測量基準点（南端のトラパース点）との比高である．

地図を分割して印刷することから． 10m分の重なり部分をつ くった．

徴地形分類図は扇項付近から扇端付近までを含む 成範囲に崖錐性堆積物で覆われた部分は含まれな

およそ 2.4haの範囲で作成した（第2図）．これは右 い．

岸ワサビ沢の堆積地形全体の 12％である．なお，作
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では微地形を次に述べる特徴をもつロウプ，溝，小

111 微地形分類図の作成方法 崖に分類した．

ロウプは沖積錐下方に伸びる舌状の地形で，沖積

1.沖積錐表面にみられる微地形 錐表面の凸部を構成する．幅数m,長さ数m,横断

沖積錐表面にはいくつかの微地形の組み合わせに 方向の比高数十cm~2mで淘汰の悪い堆積物から

よってできた多数の細かい起伏がみられる．本研究 なる．下方の先端部はより粗粒な角礫によって構成

- 41 -



される．ロウプによっては， lmを超える大きさの角

礫がかみあっている．ロウプは，土石流など集合運

搬によって運ばれてきた土砂が堆積するときに形成

される微地形である 10)-12).

溝は深さ数十cm以上の連続する＜ぽみである．

ロウプとロウプの間もくぽみとなっているが，溝は

ロウプとの間に傾斜変換線をもつのでロウプ間のく

ぽみと区別できる．

小崖は比高数十cm-3mの小さな崖と，深さ 3m

以下，長さと幅が共に数mの馬蹄型をなす崩壊地状

の地形を指す．小崖の表面は林床植生に覆われてい

るところと堆積物が露出しているところがある．

微地形分類図作成上には，微地形のほかにも 2m

を超える巨大岩塊，地表が数十cm以上の角礫や岩

塊で覆われた岩石地，調査の目印となる巨木，大き

な根株，大きな倒木の位置も表現することとした．

また，ロウプ，溝，小崖については明瞭なものと不

明瞭なものを区別して表示した．

2.測量と地形調査

測量には立正大学文学部地理学科所有のトプコン

社製シビルステーション CS-20Bを用いた．調査範

囲が広いこと，調査地域の傾斜が大きいこと， レー

ザー光は通過するが一般に林内の見通しが利きにく

いことを考慮に入れたためである．本研究の地形調

査の場合， トータルステーションを使用するほどの

精度は要求されないことや，現場で直接地図を書く

ことができないという問題点があるため，光波アリ

ダードを使用した平板測量の方が適しているともい

える． しかし，天候の変化に対応しやすいことやト

ラバース測量のやり易さ，所有機材による制限とい

う点を考慮し，あえてトータルステーションを使用

した．

測量および地形調査は次の手順で行なった．

1)調査区域内に 19点のトラパース点を設け，トラ

バース測量を実施する．

2)各トラパース点を甚準として徴地形の概略を記

載しながら，ロウプ項部，溝，小崖，巨木，大きな

倒木，巨大岩塊などの位置， トラパース点との比高

を測量する．測量点は 663点である．

3)測量結果を室内でコンピュータ入力し，平面図

として出力する．

4)トラパース点およぴ測量点の計682点の位置と

徴地形に関する記載を基にして，微地形どうしの相

対的位置関係を明らかにする．

5)歩測を補助的に用いて微地形の外形を描く．

6)岩石地の位置を記入する．

7)微地形分類図を完成させる（第 2図）．

1) ～2)は1996年8月5日～9日， 4)-6)は1996

年10月6日～9日に実施した．

なお，この図面を使ってさらに調査を行うときに

便利なように，徴地形分類図では地図の左方を磁北

としている．この地点における磁針方位は，国土地

理院発行の地形図によると 1993年現在西偏約7°0'

である．

IV 微地形の特性と分布

完成した微地形分類図から読みとれる徴地形の特

性と分布の概要は次のようにまとめられる．

l)沖積錐の表面には輻が広く平坦なロウプ，比高

が大きいロウプと溝が存在し，扇項からほぽ放射状

に広がっている．

2)比高が大きいロウプのうち岩塊質のロウプは扇

端付近まで直線的に延びているが，そのほかのロウ

プは扇央部までしかみられない．また，後者は先端

が複数のロウプに分岐している．

3)等高線の間隔から沖積錐上に明瞭な遷綬線が存

在することがわかる．分岐したロウプの多くは遷緩

線付近に分布している．

4)沖積錐上の馬蹄型の小崩壊状地形からやや深い

溝が伸ぴている．
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5)小崩壊状地形から連なる溝やロウプ間の低まり

から比高が小さく幅の広い乎坦なロウプが延ぴてい

る．これらのロウプは扇端部付近に分布している．

以上のような微地形とその分布の特徴から，沖積

錐上の土砂移動プロセスについて次のように考える

ことができよう．

1)右岸ワサピ沢を流下した土石流の一部は扇項付

近で沖積錐上に氾濫し，ロウプをつくって堆積する．

沖積錐上の土石流の流下方向は土石流ごとに異なる

ため，ロウプは放射状に広がって堆積している．

2)岩塊質で規模の大きい土石流は直線的に流下

し，扇端付近まで達し，比高の大きなロウプを形成

する．

3)規模が比較的小さい土石流は沖積錐中央部の遷

緩線付近で堆積する．堆積の直前に土石流の先頭が

分岐する．

4)沖積錐上で生じた小崩壊や表流水による侵食で

再移動を開始した土砂と，より細粒な砂礫からなる
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